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要旨:中 上級者向けの総合テキス トを使用 した学部留学生対象の日本語講座において、語頭また

は句頭の高 さの違いに注 目した"abc"の 三つのアクセントタイプによる判別練習や、 ドラム

音のCDを 併用 した発音練習を行 った。指導にあたっては、学習者が自ら気づき、考え、意欲的

に取 り組めるよう働 きかけ、導いた。学習効果が観察 されたため、 これらの方法 と結果について

報告する。3モ ーラ語のアクセントについての聞き取 りテス トでも、指導の実践前後で有意差を

もって向上がみとめられた。
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1.は じめ に

外国語を学んだことがある者なら、その言語 らしい自然な発音で話 したいと皆願うことだろう。

日本語教育学会が行 った調査(日 本語教育学会編1991)で も、「自然な発音 ・イ ントネーション

で話す」が学習者の要望の第2位 にあがっている。特に、聞き手(日 本語母語話者)の 評価が次

第に厳 しくなる中上級 レベルの学習者においては、重要な課題だと推察 される。専門分野の研究

発表や就職活動などで、より自然な発音が求められるためである。 しかし、 こうしたニーズに対

して音声専門の講座が用意 されている教育機関はまだ少なく、ひらがな導入時の単音や特殊拍 と

いった入門期の学習を除いて、発音指導は体系的に行われていないのが一般的である。

それでは、音声以外の講座での発音指導は、 どのように行 ったらいいのだろうか。発音が原因

によるミスコミュニケーションは、実際、授業中にも数多 くみられるが(例:学 習者は 「実感が

ない」 と言いたかったのに、教師には 「時間がない」と聞こえて しまった)、誤用部分のモデル

音(例:[じ っかん])を リピー トさせて訂正するだけの指導にとどまりがちである。学習者が音



声上の問題点を根本的 ・具体的に理解できなければ、その場では正 しく発音できても誤用を繰 り

返 して しまうか もしれない。また、なぜ訂正の必要があるのか明確な動機づけ(motivation)

が示 されなければ、指摘そのものが学習者の意欲を低下 させることにもなりかねない。

小河原(1998)は 「自己モニター」すなわち 「学習者が、妥当な発音基準を意識的に持 って発

音 し、 自分 自身の発音が基準 どおりに発音できているかどうか、 自分で聴覚的に判断し、 自己修

正すること(小 河原1998:11)」 が自律的な発音学習を促すものとして有効だと述べている。何が

どう違 うのか、 どうしたら自然な発音に聞こえるのか基準を明確にし、学習者 自身が気づき訂正

できるような指導を行 うことが大切だと思われた。

しかし、発音基準は学習項 目によっても異なり様々である。学習者の意欲を削 ぐことがないよ

う、 どの項 目に焦点を絞 って指導を行い、いかに効果的な動機づけができるかも、重要な課題だ

と思われた。赤木(2011)は 「学習や学習項 目を意識化 ・焦点化 した発音指導は、(学 習過程で)

学習者の気づき、学び、振 り返 りを促 し、モチベーションに影響を与える」 とし、 さらに 「モチ

ベーションは発音の学習 目標達成にも大 きな影響がある(赤 木2011:64)」 と結論づけている。

本稿では、 これらの研究結果を参考に、2011年 度に担当したA大 学(1)の学部留学生対象、総合

テキス ト使用の日本語講座4ク ラスにおける発音指導を振 り返 り、検討を行 う。

2.目 的

2.1学 習者

学習者は全員が中国出身(遼 寧、山東省など北方地域が大半)の 留学生で、経営学部 と人間福

祉学部で学ぶ1年 生から3年 生の計49名 である(男 子23名/女 子26名)。 多 くは高校卒業後に中

国国内の日本語学校などで1年 間学んだのち留学生試験に合格 し、半年のブランクを経て来 日し

ている。その後、A大 学留学生別科において1年 間学び、学部に入学 した学習歴3、4年 の中上

級者である(来 日後すぐに学部入学 し、学習歴が2年 に満たない者 も約2割 いる)。韻律 レベル

において、主 として次のような問題点がみられた。

① アクセント:合 成語に関して、複合語が別々の語 として発音 されたり(例:ス ポーツ大会

[スポ　ーツ][た いかい])、接尾辞が2型 で産出されたりといった傾向が目立つ(例:

積極的[せ っきょくて　 き]、運動する[う んどうす　 る])。

② イ ントネーション:一 つの大きなヤマとして高さが 保てない傾向がある(例:東 京から

名古屋まで[と うきょうか　 ら なごやま　で])。

③ リズム:特 殊拍の長 さがうまく実現 されない。

その他、 自信がないためか全体に声が小 さく不明瞭な点 も憂慮 された。



2.2指 導目標

2.1の 問題点のうち、 ①の 「複合語」「～的/性 などの接尾辞を伴う語」「する動詞」は使

用の総合テキス トに相当数みられたが、他の教科の学習や日常会話でも使用頻度が高いと想像さ

れ、 これらの発音が改善 されるだけでも、聞き手の印象がかなり良 くなるものと思われた。幸い

合成語のアクセントは後部要素によって決まるものが多 く、規則的に記憶 ・産出がしやすい。妥

当な発音基準が得 られれば、専攻学部の講座で必要な用語(例:～ 会社、～サービス)に も応用

でき、学習者のモチベーション向上にもつながることだろう。 こうした理由から、①の合成語の

アクセントを中心に指導を行 うことにした。

しかし、それにはまず個々の語のアクセントについての意識化が必要である。 日本語のアクセ

ントとは 「個々の語句について、社会的習慣 として決まっている相対的な際立たしさの配置」を

いう(「国語学大辞典』1980:6執 筆は金田一春彦)。 東京式アクセントでは大きく、下が り目

のない平板式アクセントと下がり目のある起伏式アクセントに分類 され、 さらに起伏式は下がり

目の位置によって、頭高型 ・中高型 ・尾高型に分 けられる。そこで、「アクセ ントの下が り目の

有無」が分かること、下がり目がある場合は 「どこにあるか」が意識できるようになることを目

標 として掲げた。

2.3ア クセン ト型について

磯村(1996a)は 、学習者が日本語アクセントを正 しく発音するためには、単語 ごとのアクセ

ント型の違いを認識 し、区別 して発音するよう意識化することが有効であると指摘 した。意識化

の過程では、母語話者の発音する音声について、学習者がアクセント型の違いをどれだけ聞き分

けられるかがアクセントの習得にかかわってくるとも述べている。

また、磯村(1996b)で は、北京語母語話者のアクセント型の知識 と聞き取 り能力の関係を分

析 し、聞き取 りの成績が良い者 ほど型をよく覚えている傾向があるとした。聞き取 りの正答率は

頭高型、平板型の順に高 く、中高型は低かった。4～5拍 の中高語では皆一2型 に聞き誤 る傾向

がみられたという。頭高型 と平板型は語のアクセント型を記憶 していなくても聞き取れるが、中

高型の場合は正確に核の位置を聞き取 るのが極めて困難なため、意識 して正確に記憶 していく必

要があると結論づけた。

以上のことから、アクセント型の習得においては中高型が一つの鍵になると思われた。

3.方 法

3.1聞 き取 り・発音練習のためのアクセントタイプ"abc"

指導 目標である 「アクセントの下がり目の有無や位置」を聞き取 ったり、発音練習を行 ったり

する際、「平板型 ・頭高型 ・中高型 ・尾高型」 という分類や呼び方は適切だろうか。尾高型は主



に名 詞 の分 類 に用 い られ、 助 詞 や助 動 詞 が後 続 しな け れ ば下 が り 目は な く、 平 板 と同様 に 聞 こえ

る(例:花[は な ])。 ま た、 これ ら四 つ の 型 名 は発 音 が難 し く思 わ れ た 。 そ こで、 ア ク セ ン ト

に つ い て シ ンプ ル に導 入 す るた め、 次 の3タ イ プ に分 類 す る こ とに した。

aタ イ プ 語 頭 ま た は句 頭 で下 降 して、 そ の ま ま

bタ イ プ 語 頭 ま た は句 頭 で上 昇 して、 そ の ま ま

cタ イ プ 語 頭 ま た は句 頭 で上 昇 して、 そ の後 ど こ か で下 降

図1ア ク セ ン トタ イ プabc

東 京 式 ア クセ ン トで は、 「i.1拍 目 と2拍 目の高 さが異 な る」 た め 、 語 頭 の高 さ の配 置 は判 別

の最 重 要 ポ イ ン トで あ る。 語 頭 に注 目す る と、 図1のaの よ うに下 が るか、bの よ うに上 が るか

に大 別 され(2)、 「h.1語 の 中 で は1度 下 が っ た ら、 も う上 が らな い 」 と い うル ー ル か ら、 語 頭

で上 昇 して、 そ の後 ど こか で下 降 す るcの 三 つ の タイ プ に分 け る こ とが で き る。 句 の レベ ル で も

同様 に分 類 で き、 合 成 語 の判 別 に も利 用 可 能 で あ る。

aタ イ プ は、 頭 高 型 ア クセ ン トの語 頭 ま た は句 頭 の2拍(例:ま い に ち、 き ょう か ら)を 、b

タイ プ は平 板 型 ・尾 高 型 ア クセ ン トや 合 成 語 の語 頭 ま た は句 頭 の2拍(例:む す こ(が)、 む す

め、 わ た しの犬 、 い っぱ ん 的、 に ほ ん語)を 表 す。cタ イ プ は 中高 型 の語 の ほ か複 合 語 や助 詞 ・

助 動 詞 が後 続 す る場 合 の尾 高 型 の句 な ど も表 す(例:～ 料 理 「り ょ う り」、 む す め が)。 つ ま

り、 聞 こえ た とお りに、 語 句 の高 さの配 置 パ ター ンを判 別 す るの で あ る。

これ ら三 つ の ア クセ ン トタイ プ を毎 授 業 時 ホ ワイ トボ ー ドに マ グネ ッ トパ ネ ル で提 示 し、 い つ で

も見 て判 別 ・発 音 練 習 が で き るよ うに した。

3.2前 期 授 業 で の実 践(4月 ～7月 の13回)

前 期2回 目の授 業 で、 学 習 者 に3.1の 「ア クセ ン トタイ プabc」 を導 入 し、 東 京 式 ア クセ

ン トにつ い て前 述 のi.i.の ほ か、 「ii.特 殊 拍(長 音 ・撥 音 ・促 音)や 連 母 音 の次 の 音 で は下

が らな い」 とい うル ー ル を簡 単 に説 明 した。

3回 目の授 業 か ら、 これ らの ア クセ ン トタイ プ を用 い て、 テ キ ス ト新 出語 の練 習 や本 文 ・作 文

の音 読 、 発 話 時 な ど に 際 だ っ た誤 りが み られ た 場 合 、 適 宜 指 導 を行 っ た。 例 え ば、 誰 か が 政 治

[せ 一 じ]を[せ い じ]と 発 音 した場 合 、 「今 の タ イ プ は?」 と、 まず"そ の ま ま"aと 判 別 さ せ

た。 次 に、 学 習 者 全 員 の 問 題 と して そ れ が誤 りで あ る こ と を伝 え、 「間違 え て も大 丈 夫!他 の



タイ プ で言 って み よ う」 と問 いか けを 行 った(た だ し、 東 京 ア クセ ン トに関 す るル ー ルiii.か ら、

この場 合cタ イ プ は無 い こ とを 確 認)。 す る と、 学 習 者 は ホ ワ イ トボ ー ドの 図1(マ グ ネ ッ トパ

ネ ル)を 見 な が ら、 各 自bタ イ プ で の発 音 練 習 を始 め た。 正 しい ア クセ ン トタイ プ がbで あ る こ

とを全 員 で確 認 し、 再 び発 音 練 習 を行 った。

この練 習 で は ま ず、 学 習 者 が 「発 音 した語 句 の ア クセ ン トタイ プ を"そ の ま ま"聞 き取 とれ る

こ と」、 次 に 「モ ー ラ間 の高 さの配 置 パ タ ー ンを コ ン トロ ール しなが ら、 他 の タ イ プで も発 音 で

き る こ と」、 そ して 「そ の発 音 した 音 声 が 目標 の ア クセ ン トタ イ プ と一 致 して い るか ど うか 、 聴

覚 的 に 自分 で判 断 で き る こ と」 が求 め られ る。 知 覚 → 生 成 → 知 覚 の繰 り返 しに よ って 「自己 モ ニ

ター」 能 力 の育 成 を ク ラス全 体 で行 う方 法 で あ る。

ま た、 毎 授 業 の終 わ りに2～3分 程 度 、AD図(ア ク セ ン トダイ ア グ ラ ム)(3)を 使 用 した発 音

練 習 を行 った(図2)。

例)学 生(b)、 生 活(b)、 生 活 す る(b)、 ～ 生 活(c)

図2AD図 表記 の1例(斜 線部 分 は特 殊 拍 を 含 む音 節)

この表 記 法 で は 日本 語 の リズ ム とア クセ ン トを 同 時 に表 す こ とが で き る4)。 語 句 の音 声 の長 さ

(リ ズ ム)と 高 さ(ア ク セ ン ト)の 配 置 パ タ ー ンを 目で 確 か め なが ら、 日常 生 活 や 専 攻 学 部 に 関

す る用 語 を取 り上 げ て練 習 した。

は じめ学 生 は こ う した練 習 に不 慣 れ な様 子 だ った た め、 反 応 を見 な が ら慎 重 に進 め た が、 徐 々

に打 ち解 け距 離 が縮 ま るに つ れ て、 指 示 や 問 い か け に も積 極 的 に応 じて くれ るよ うに な った。 前

期 後 半 の あ る と き 「学 校 」 の促 音 が な か な か うま く実 現 され な か った た め、 ジ ャズ や ロ ッ クで リ

ズ ムパ ー トと して 用 い られ る ドラ ムの 音(16ビ ー ト)を 制 作 し、 そ のCDを 流 しな が ら発 音 練

習(5)し て み た と こ ろ、[が っ こ う]の 大 合 唱 と な っ た。 以 後 このCDを た び た び 使 用 した。 ま た、

「先 生 、 実 感 と学 校 は同 じ(パ タ ー ン)で す ね」 とい った フ ィ ー ドバ ック もあ り、 後 期 継 続 へ の

手 ごた え を得 る こ とが で きた。

3.3後 期 授 業 で の実 践(9月 ～翌 年1月 の15回)

前 期 で育 ち始 め た ア クセ ン トと リズ ム の感 覚 を伸 ば す た め、 学 習 者 の 自律 性 を 引 き出 す指 導 を

常 に心 が けた。 ま た、 前 期 に は2～3分 程 度 だ った発 音 指 導 の 時 間 を10分 に伸 ば して毎 授 業 の始

め に行 い、 様 々 な練 習 法 を試 み た。



3.3.1テ キ ス ト新 出語 の学 習

新 出語 の学 習 で は毎 回、 次 の よ うな練 習 を行 った。

・モ デ ル音 の リピー トで は な く、 何 タイ プ に な るか考 え て、 ま ず学 習 者 か ら発 音 す る。

→ 発 音 した音 声 をa～cに 判 別 す る。

→ 間違 え た ら他 の タイ プ で言 って み る。

→ 正 しい タイ プ を選 択 し、 練 習 、 記 憶 す る。

・名 詞 か ら 「す る動 詞 」 に な る語 を見 つ け て発 音 練 習 す る(例:意 識 す る(a)、 勉 強 す る(b))。

上 手 く言 え な い と きは、 手 で高 さを表 現 した り、 ドラム音 のCDを 聞 い て テ ンポ を キ ー プ

した り しな が ら練 習 した。

3.3.2合 成 語 の学 習

合 成 語 の ア クセ ン トの主 な規 則 性 に つ い て、 日本 放 送 文 化 研 究 所 編(1999)付 録 の 資料 集 「複

合 名 詞 の発 音 とア クセ ン ト(pp30～62.)」 を 参 考 に 、 次 の(1)(2)に 大 別 した。

(1)cタ イ プ に な る も の

① 後 部 要 素 が漢 字2字 の場 合 、 後 部 要 素 の第1拍 目で下 降 す るcタ イ プ に な る こ とが多 い。

例)京 都(a)+大 学(b)→ き ょ一 と1だ ヨ い が く(c)

教 員(b)+採 用(b)+試 験(b)→ き ょ一 い ん1さ い よ 一1し 〕 け ん(c)

た だ し、 例 外 に注 意 す る こ と。 個 々 の語 の独 立 性 が高 い場 合 に は、 そ れ ぞ れ の ア クセ ン ト

タイ プ が維 持 され る(例:前 後(a)左 右(a)、20世 紀(c)後 半(b)、 臨機(a)応 変

(b)、 千 差(a)万 別(b))(6)。

② 後 部 要 素 が 漢 字1字 の場 合 、 前 部 要 素 の最 後 の拍 で下 降 す るcタ イ プ が多 い 。 た だ し、 前

部 最 終 拍 が 特 殊 拍 や二 重 母 音 な ど の場 合 は、 東 京 ア ク セ ン トに 関 す るル ー ルii.(本 稿4-

1.参 照)に よ り、 下 が り 目が1拍 前 に移 動 す る(*で 例 示 した)。

例)～ 駅(例:名 古 屋 ヨ駅 、*東 京 駅)、 ～ 館 、 ～ 県 、 ～ 権(例:選 挙 ヨ 権 、*参 政 権)、 ～

区、 ～市 、 ～省(例:財 務 ヨ省 、*農 林 水 産 省)、 ～ 人(例:中 国 ヨ 人(7))、 ～税 、 ～率

(例:合 格 コ 率 、*離 婚 率)、 ～力(例:原 子 ヨ力 、*読 解 力)

③ 後 部 要 素 が カ タカ ナ語 の場 合 、 後 部 要 素 がaタ イ プ とcタ イ プ で は下 が り 目の位 置 が維 持

され るが(例:服 装 マ ヨ ナ ー、 太 陽 光 エ ネ コ ル ギ ー)、 後 部 要 素 がbタ イ プ で は後 部 要 素 の

第1拍 目で下 降 す るcタ イ プ に な る(例:収 支 バ ヨ ラ ンス、 空 メ ヨ ー ル)(8)。

④ 後 部 要 素 が 「だ ヨ ら け、 ま ヨ み れ 、 ず 〕 くめ」 「が 〕 る、 め ヨ く」 「(典 型 を表 す)ら し

コ い
、 っぽ コ い」 な どの接 尾 辞 の場 合 もcタ イ プ に な る。

例)間 違 い だ コ ら け(*血 だ らけ(b))、 寒 が 〕 る、 男 ら し〕 い(人)、 嘘 っぽ 〕 い



(2)bタ イ プ に な る も の

⑤ 後 部 要 素 が 「化 、 性 、 的、 用 、 式 、 産 、 製 、 制 、 中(ち ゅ う)、 上(じ ょう)、 流 、 風(ふ

う)、 向 き、 向 け、 方(か た)、 が ち、 気 味、 家(か)」 な ど の接 尾 辞 や 、 「科 、 課 、

語 、 部 屋 」 な どの語 の場 合 もbタ イ プ に な る。

例)在 学 中、 計 算 上 、 使 い方 、 病 気 が ち、 風 邪 気 味、 努 力 家 、 日本 語 、 子 ど も部 屋

以 上 の うち、 特 に テ キ ス トに頻 出 す る(1)① のcタ イ プ、(2)⑤ の 「～ 化 、 ～ 性 、 ～ 的 」

「～ 語 」 な どのbタ イ プ、 そ れ に 「す る動 詞 」 を加 え た 三 つ の ア ク セ ン トに焦 点 を 絞 り、 最 重 要

課 題 と した。 これ らは必 ず習 得 で き るよ う、 本 文 や作 文 の音 読 、 発 話 時 に、 特 殊 モ ー ラの長 さ に

も留 意 しな が ら発 音 す るよ う促 した。 ま た、 で き るだ け一 人 ず つ読 ん だ り話 した りす る機 会 を持

た せ て確 認 を行 った。 例 え ば次 の よ うに や り と り しな が ら進 め て い った(合 成 語 の学 習 時 の録 音

よ り記 述 。S:学 生 、T:教 師)。

T「 これ 、 何 タ イ プ?」(「 反 射 」 の文 字 を指 差 して)

S(口 々 に)「 は ん し ゃ」 … 「bタ イ プ」

T「 も う一 つ は?」

S「 運 動 」 「bタ イ プ」

T「 ○ ○ さん 、 じゃ、 い っ し ょに して 言 って くだ さ い」

S1「 はん しゃ1う コ ん ど 一」

T「 そ う、cタ イ プ に な りま したね 。 は い、 皆 さん で ど うぞ 」

S「 反 射 運 動 」

3.3.3様 々 な練 習 法

授 業 は じめ に設 けた10分 程 度 の発 音 練 習 で は、 毎 回次 の よ うに項 目を絞 り、 様 々 な練 習 法 を試

み た。 特 殊 モ ー ラで は前 期 授 業 で話 題 とな った促 音 を取 りあ げ る こ とに した。

・1回 目 聞 き取 りテ ス ト①

・2回 目 ・3回 目 促 音 の練 習(ド ラム音CD併 用)

・4回 目～7回 目 歌 教 材 の歌 詞 に よ る練 習(「 ～ 本/～ 杯 」 「て形 」 に含 ま れ る促 音 な ど)

・8回 目 ア クセ ン ト型(平 板 型 ・頭 高 型 ・中高 型 ・尾 高 型)の 紹 介

・9回 目 ・10回 目 ペ ア会 話 練 習(平 板 型 ア クセ ン ト ・尾 高 型 ア クセ ン トな ど)

・11回 目 合 成 語 ア クセ ン トの ま とめ

・12回 目～14回 目3モ ー ラ語 の 「リズ ム型+ア クセ ン ト型 」 パ ター ン練 習(ド ラム音CD併

用)4モ ー ラ語 の 「リズ ム型+ア クセ ン ト型 」 パ ター ン導 入

・15回 目 聞 き取 りテ ス ト② と解 答 、 ア ンケ ー ト

(1)歌 詞 を用 い た発 音 練 習

吉 田(2006)の オ リジナ ル歌 教 材 は、 歌 詞 か ら重 要 な語 句 や文 法 が学 べ るよ うに工 夫 して作 詞

し、 メ ロデ ィー ライ ンが発 話 時 の ア クセ ン トや イ ン トネ ー シ ョ ン とで き るだ け 同 じに な るよ うに



作 曲 され て い る とい う点 で、 一 般 の歌 とは大 き く異 な って い る。 そ こで、 そ の 中 か ら 「踊 って サ

ンバ」(五 段 動 詞 を 「ます 形 」 か ら 「て形 」 に変 え る練 習 曲)と 「い っぽ ん!」(助 数 詞 「本 ・杯 」

を伴 う数 え方 の練 習 曲)の2曲 を選 び、 歌 詞 を用 い た ラ ップ(rap)に よ る発 音 練 習 を 行 った 。

例)吉 田(2006:32)「 踊 って サ ンバ 」

♪歌 っ て 歌 っ て 歌 っ て も っ と 踊 っ て 踊 っ て 踊 っ て も っ と

歌 っ て 踊 っ て ちょっと 待 っ て も う い ち ど ♪

↑ ↑ ↑ ↑ ↑ ↑ ↑ ↑

動 詞 の活 用 形 は ア クセ ン トに規 則 性 が あ り、 体 系 的 な学 習 が可 能 で あ る。 今 回 は促 音 が多 く含

ま れ るサ ビの部 分 の歌 詞 を 取 りあ げ、AD図 を 見 な が ら発 音 練 習 を行 った(図3)。 促 音 の長 さ

を コ ン トロー ル す るた め に は、 等 速 感 が不 可 欠 で あ るが、 学 習 者 自 ら手 で軽 く机 を 叩 い て基 本 拍

を刻 み(↑ の部 分)、 テ ンポ を保 と う とす る姿 勢 が み られ た。

う た っ て/お ど っ て も っ と/ち ょ っ と/ま っ て

図3「 踊 って サ ンバ」 て形 のAD図

(2)ド ラ ム音 併 用 の発 音 練 習 、 ペ ア会 話 練 習

赤 木 等(2010)で は、 リピー トや シ ャ ドウイ ング な ど の発音 練 習 に ドラム音 が 併 用 さ れ て い る。

イ ン トロ2小 節 が練 習 開始 の合 図 に な って お り、 そ れ に続 く8ビ ー トに乗 って テ ンポ を保 ち な が

ら楽 し く発 音 練 習 が で き る。 日本 語 リズ ム の習 得 に有 効 だ と思 わ れ た の で、 促 音 の練 習 に利 用 し

た。

例)赤 木 等(2010:35)

坂 ● ●/作 家 ○ ●、 事 件 ● ○/実 験 ○(⊃ 、 主 張 ● ○/出 張(=)○

ペ ア で行 う会 話 練 習 も大 変 有 用 だ と思 わ れ た。 学 習 者 が 互 い に 聞 き合 い モ ニ ター とな る ことで 、

自己 だ けで な く他 者 の発 音 へ の 関心 が芽 生 え、 ク ラス全 体 が大 い に活 性 化 した。

例)赤 木 等(2010:61)

A箸 と橋 、 同 じア クセ ン トで す か。

B箸 は は コ し、 橋 は は しヨ で す よ。

A箸 は は コ し、 橋 は は し〕 、 難 しい で す ね。 大 丈 夫 で し ょ うか。

Bえ え、 完 壁 で す よ。/う ～ ん、 ち ょ っ と違 い ま す ね。



(3)「 リズム 型+ア ク セ ン ト型 」 の パ ター ン練 習

音 声 教 育 の難 し さの一 因 と して、 鹿 島(2006)は 、 初 級 の最 初 の発 話 か ら練 習 す るべ き音 声 項

目が 同 時 に現 れ るた め、 どの項 目か ら どの よ うに導 入 して練 習 した らい い の か分 か らな い こ とに

よ る と指 摘 した 。 ま た、 単 音 、 リズ ム、 ア ク セ ン ト、 イ ン トネ ー シ ョ ンな ど の音 声 項 目 の 中 で

「言 語 的情 報 を 伝 達 す る上 で も、 長 さ と高 さ の コ ン トロー ル が 、 そ れ ぞ れ リズ ム現 象 と ア ク セ ン

ト現 象 に密 接 に 関連 す る(鹿 島2006:120)」 と考 え、 リズ ム とア クセ ン トを融 合 した練 習 法 を推

奨 し実 践 して い る(視 覚 的補 助 と してAD図 を考 案 し使 用)。

実 際、 教 室 内外 で度 々 み られ る ミス コ ミュニ ケ ー シ ョ ンは、 長 さ と高 さの コ ン トロー ル の不 具

合 に よ る もの が 多 く、 特 に特 殊 モ ー ラに 関 して は、 母 語 に 関係 な く学 習 者 共 通 の 問題 点 だ とい え

る。 「リズ ム型+ア ク セ ン ト型 」 の パ タ ー ン練 習 は、 こ う した問 題 の改 善 に有 効 だ と思 わ れ た た

め、3モ ー ラ語 の15パ ター ンを手 始 め に発 音 練 習 を行 う こ とに した(9)。 自作 の16ビ ー ト ドラム音

のCDを 併 用 し、 無 意 味語 「パ 」(図4)と 有 意 味 語 に よ る モ デ ル音 の リ ピー ト練 習 や 、(リ ピー

トで は な く)学 習 者 だ けで続 け て発 音 す るパ ター ン練 習 も行 った。

① 普 通 モ ー ラの み21(長 短)型 リズ ム:3パ ター ン

② 特 殊 モ ー ラを含 む21(長 短)型 リズ ム:6パ ター ン



③ 特 殊 モ ー ラを含 む12(短 長)型 リズ ム:6パ ター ン

図4無 意 味語 に よ る3モ ー ラ語 の 「リズ ム型+ア クセ ン ト型 」 パ タ ー ン(1°)

4.結 果

3.で 述 べ た練 習 法 を少 しず つ で は あ るが毎 回続 け て い る うち に、 ア クセ ン トを意 識 す る こ と

が習 慣 とな り、 音 読 や発 話 時 の発 音 に も反 映 され るよ うに な った。 例 え ば、 発 音 の誤 りを 自 ら気

づ い て訂 正 で きた り、 他 者 の発 音 に も注 意 深 く耳 を傾 け て確 認 し合 った り とい った積 極 的 な姿 勢

が み られ た。 授 業 で の1例 を次 に紹 介 す る(音 読 時 の録 音 よ り記 述S:学 生 、T:教 師)。

T:「 ○ ○ さん 、 そ こ読 ん で くだ さ い」

S':「 は い 。 と こ ろ で、 日本 語[に ほヨ ん ご]」(少 し止 ま って訂 正 し)[に ほ ん ごで](ク ラ

ス全 体 、 ク ス ク ス と笑 い声)く しゃ み を表 す 音 はバ ク シ ョ ンが 一 般 的[い っ ぱん て き]

だ が(こ こでS2が[い っぱん て き]と つぶ や く)、 実 際[じ っ さ い]の 音 は ど うだ ろ うか 」

T:「 い い で す ね。 実 際 の音 は ど うで す か」

録 音 す る と知 ら され て緊 張 した た め か普 段 よ り慎 重 な話 し方 で は あ った が、 合 成 語 の ア クセ ン

トや リズ ム(こ こで は促 音)に つ いて 、学 ん だ知 識 を も と に 自信 を も って 読 み 進 む姿 が み られ た。

皆 の前 で[に ほん ご]と 自 己修 正 で きた 体 験 は、 忘 れ られ な い思 い 出(エ ピソ ー ド)と して ク ラス

全 員 に も共 有 され た の で は な い だ ろ うか。

自分 の発 音 に 自信 が持 て な い と きは、 音 声 機 能 付 きの電 子 辞 書 を利 用 した り、 隣 の人 に た ず ね

て確 か め た りす る姿 もみ られ た。 ま た、 あ る と き 「先 生 、 鼻 と花 、 発 音 は ど う違 い ま す か」 とい

う質 問 を受 けた た め、 平 板 型 を は じめ とす る四 つ の ア クセ ン ト型 に つ い て紹 介 し、 慣 用 句 の学 習

に 関連 させ た練 習 を行 った。

例)平 板 型(b)鼻 で(笑 う)、 口 を(割 る)/尾 高 型(c)耳 ヨ に(す る)、 胸 ヨ が(騒 ぐ)

2.で 学 習 者 の 問題 点 と して あ げ た 「全 体 に声 が小 さ く不 明 瞭」 とい う印象 も、 後 期 に は ほ と

ん どみ られ な くな った。 「間違 え て も大 丈 夫 」 を大 切 に 進 め て き た こ と や、 ドラ ム音CDの 併 用

で楽 し く練 習 で きた こ とが功 を奏 した もの と思 わ れ た。



4.1ア ク セ ン トタ イ プ 聞 き取 りテ ス トの結 果

ア クセ ン トタイ プ に つ い て、 後 期 の初 め と終 わ りに簡 単 な 聞 き取 りテ ス トを行 った(夏 休 み 明

けの第1回 目お よ び15回 目の最 終 授 業 時)。 テ ス トの概 要 は次 の とお りで あ る。

被 験 者:2.の 学 習 者49名 の うち、 北 方 方 言 話 者 の40名(男 子16名/女 子24名)。

資 料 語:3モ ー ラ(11)の 「リズ ム型+ア ク セ ン ト型 」15パ ター ンか ら一 つ ず つ 選 ん だ 有 意 味 語

(aタ イ プ ・bタ イ プ各6語 、cタ イ プ3語)。 親 密 度 の高 い と思 わ れ る食 に関 す る語

で、 授 業 で練 習 して い な い もの。

方 法:2回 ず つ 読 み上 げ て録 音(RolandR-09HR使 用)し た 資料 語 を 聞 き取 り、a～cで

解 答 。1回 目 と2回 目の順 番 は少 し変 え て行 った。1回 目の解 答 用 紙 は返 却 せ ず、 正

答 も2回 目の テ ス トが終 わ るま で知 らせ な か った(12)。

結 果:被 験 者 全 体 の1回 目 の正 答 率 は65.70±16.97%で あ った が、2回 目 に は75.00±17.03

%に 上 昇 し、 大 き く有 意 差 が み とめ られ た(pvalue-0.00026)。 ア ク セ ン トタ イ プ

別 で はa～c全 て の タイ プ の正 答 率 が上 昇 した。 しか し、abタ イ プ に比 べ てcタ イ

プ の正 答 率 の低 さ は顕 著 で あ っ た(図5)。 ま た 、 被 験 者 個 別 の正 答 率 につ いて は約

7割 に 向上 が み られ た が(13)、成 績 が変 わ らな か った者 が2割 、 下 が って しま った者 が

約1割 い た。

図5全 体 お よ び ア ク セ ン トタ イ プ別 の正 答 率 の推 移

cタ イ プ につ い て資 料 語 別 に 詳 し くみ る と(表1)、 特 に 特 殊 モ ー ラ を含 む 「さ と う」 と 「お

で ん」 の1回 目の正 答 率 が極 めて 低 か った こ とが わか る。 これ らcタ イ プ は中 高 型 に相 当 し、2.

3の 磯 村(1996b)の 結 果 と も一 致 した。 しか し、2回 目の テ ス トで は、 正 答 率 が著 し く上 昇 し

た(↑)。



4.2ア ンケ ー トの結 果

2回 目の 聞 き取 りテ ス トの

際 に行 った 「音 声 学 習 に つ い

て の満 足 度 に 関 す る5段 階評

価 」 で は 、 学 習 者 の 大 半 が

「楽 しか っ た」 「発 音 が 向上 し

た」 と回 答 した 。 ま た 、 「特

に役 に立 った」 と答 え た項 目

は 「abcタ イ プ の使 用 」 を

は じめ 図6の とお りで あ った。

図6特 に役に立ったと思う項目

5.考 察

前期に手探 りで始めた発音指導であったが、後期には4.結 果で述べたような様々な学習効果

があらわれ、中上級レベルの総合 日本語講座でも、学習者の発音が徐々に改善されることがわかっ

た。特に合成語に関して、音読や発話時の発音の誤 りを学習者が自ら見つけて修正できる 「自己

モニター」の能力が育成できたことは大 きな成果だと考えられる。教える側の事情から、 ともす

れば文法をはじめとする主要な学習項 目の教授で手一杯になりがちである。また、発音は能力差



が大 き く、 ク ラス単 位 で の指 導 は 当初 難 しい もの と思 わ れ た。 しか し、 学 習 者 が 自律 的 に学 べ る

よ うな練 習 法 を工 夫 し、 項 目を 「焦 点 化 」 す る こ とに よ って、 音 声 に つ い て も負 担 な く指 導 す る

こ とが で きた。 明確 な規 則 性 が得 られ れ ば、 学 習 者 も無 理 な く学 べ て 目標 が達 成 しや す くな る。

目標 達 成 は 自信 とな り、 次 の新 た な課 題 へ と 「モ チ ベ ー シ ョ ン」 は つ な が って い く。 主 要 な学 習

項 目同様 、 こ う した正 の サ イ クル を音 声 項 目に 関 して も育 て て い く必 要 が あ る と強 く感 じた。

さて、 この よ うに本研 究 で大 切 に進 めて きた テ ー マ は 「学 習者 の 自律 性 を 引 き出す 指導 」 で あ っ

た。 人 は誰 し も必 ず 自律 の精 神 を持 って い る もの だ。 ゆ え に、 そ の 引 き出 し方(学 習 者 が 自律 的

に学 べ る よ うな 練 習 法 を工 夫 す る こ と)が 重 要 で あ る。 ア ク セ ン トの学 習 で は、 判 別 法 と して

「ア ク セ ン トタイ プabc」 を考 案 して 用 い た が、 これ は 自律 的 な学 習 を進 め る上 で 非 常 に有 用

だ った と考 え て い る。 これ ら三 つ の ア クセ ン トタイ プ を毎 授 業 時H・Bに マ グネ ッ トパ ネ ル で提

示 した た め、 常 に学 習 者 の意 識 す る と ころ とな り、 発 音 に つ い て学 ぶ こ とが 当 た り前 とな った。

ま た、 何 よ り シ ンプ ル に 「a」 「b」 な ど と答 え られ る ので 、 語 句 を見 て 何 タ イ プか 想 像 した り、

自己 や他 者 の発 音 を聴 覚 的 に判 別 した りす る練 習 が、 限 られ た 時 間 内 で効 率 良 く行 わ れ た。 そ し

て、 そ れ らの組 み合 わ せ に よ る合 成 語 の学 習 も、 ま るでパ ズ ル や ゲ ー ム を楽 しむ か の よ うに興 味

を持 って取 り組 む こ とが で きた(学 習 者 も この方 法 が特 に役 に立 った と答 え て い る(図6))。 そ

の 際、 「間 違 え て も大 丈 夫 」 「間違 え た ら他 の タイ プ で言 って み よ う」 と常 に伝 え た の で、 学 習 者

は失 敗 を気 に す る こ とな く、 は っ き り と声 に 出 して答 え られ るよ うに な った。 間違 え た と きに は

「他 の タイ プ で も練 習 で き て勉 強 に な っ た」 と、 む しろ プ ラ ス に評 価 した。 一 つ 一 つ は小 さ な働

きか けだ が、 継 続 に よ って学 習 者 の 自律 性 が少 しず つ 引 き出 せ た もの と考 え て い る。

音 声 は声 に した端 か ら消 え て しま うた め、 マ グネ ッ トパ ネ ル の よ うな視 覚 的補 助 教 材 は 「AD

図」 と と もに指 導 に は不 可 欠 な もの とな った。 ま た、 聴 覚 的補 助 に用 い た 「ドラム音CD」 は声

の長 さの コ ン トロ ー ル に必 須 な 等 速 感 の、 「ペ ア に よ る会 話 練 習 」 は共 に学 ぶ 姿 勢 の 育 成 に有 効

だ った と思 わ れ る。 こ う した様 々 な練 習 法 や学 習 教 材 は全 て、 学 習 者 の 自律 性 を 引 き出 し、 発 音

学 習 を意 欲 的 に行 う こ とで、 指 導 目標 で あ る 「ア クセ ン トの下 が り 目の有 無 や位 置 が意 識 で き る

こ と」 を達 成 させ よ う とす る意 図 を も って採 用 し、 実 践 した。 そ して、 そ の学 習 効 果 を は か る1

方 法 と して行 った 「ア クセ ン トタイ プ 聞 き取 りテ ス ト」 で は、 指 導 の実 践 前 後 で有 意 差 を も って

向上 が み とめ られ た(図5)。

と ころ が、 残 念 な こ とに学 習 者(被 験 者)全 員 の 目標 達 成 に は至 らな か った。 聞 き取 りテ ス ト

で成 績 が下 が って しま った者(約1割)や 変 わ らな か った者(2割)の 大 半 は、 欠 席 ・遅 刻 に よ

る練 習 不 足 が原 因 か と思 わ れ るが、 中 に は そ うい った理 由 で は な い と思 わ れ る者 が3名 い た。 そ

の うち の2名 は、cタ イ プ が よ く聞 き取 れ るよ うに な った一 方 で、 他 の タイ プ をcタ イ プ に 聞 き

誤 る傾 向 が み られ た。1回 目の テ ス ト終 了 後 、 全 体 的 にcタ イ プ の正 答 率 が低 い こ とを伝 え て授

業 で意 識 して 取 り組 ん だ結 果 、cタ イプ に過 剰 に反 応 した もの と思 わ れ る。 また 、残 りの1名 は、



特 殊 モ ー ラを含 むcタ イ プ の 「さ と う」 と 「お で ん」 が2回 と も全 く聞 き取 れ な か った(こ の こ

と は、 正 答 率 が 上 昇 した者(全 体 の約7割)の 数 人 に も同様 に み られ た)。 や は り、 磯 村(1996

b)の 結 論 の とお り、 中高 型(こ こで はcタ イ プ)の 語 は、 型 を記 憶 しな け れ ば習 得 で きな い の

だ ろ うか。

しか し、 表1を 見 る と、 普 通 拍 のcタ イ プ 「た ま ご」 に 関 して は正 答 率 が比 較 的高 く(1回 目

60%、2回 目70%)、2回 目 の結 果 はabタ イ プ と の差 が あ ま り な い と言 って も良 い 。 ま た、 特

殊 モ ー ラを含 む 「さ と う」 と 「お で ん」 も、2回 目に は被 験 者 の約 半 数 が 聞 き取 れ るよ うに な っ

た(正 答 率 はそ れ ぞ れ45.0%、52.5%)。3モ ー ラ語 に 関 して だ けで は あ る が 、 中 高 型(cタ イ

プ)も 、 練 習 に よ って 聞 き取 り能 力 が 向上 す る とい う可 能 性 が示 唆 され た。

例 え ば、2回 目 の テ ス トで 誤 りが1問 以 下 の 好 成 績 者(2割 半)の 中 に は、1回 目 の 正 答 率

(46.7%)を 倍 増 させ た者 が い たが 、cタ イ プ の聞 き取 り能 力 も大 き く向 上 して い る。cタ イ プ

に つ い て1回 目は全3問 と も不 正 解 で あ った が、2回 目に は全 問正 解 とな った。 何 度 間違 え て も

諦 め る こ とな く、 大 きな声 で楽 しそ うに練 習 し続 け る姿 に触 発 され た学 習 者 は多 か った と思 わ れ

る。 や りが い を感 じて、 筆 者 自身 も さ らに意 欲 的 に取 り組 む こ と とな った。

5.お わ り に

今 回 は 中上 級 ク ラス の た め合 成 語 が 中心 の学 習 だ った が、 音 声 に つ い て規 則 的 に学 べ る項 目は

初 級 に も多 くみ られ る(例:動 詞 ・形 容 詞 の活 用 形 、 助 数 詞 を伴 う数 え方 、 オ ノマ トペ)。 いつ 、

ど こで、 どん な練 習 を行 った らい い か、 総 合 テ キ ス トを用 い た一 般 的 な 日本 語 ク ラス に お け る音

声 教 育 の可 能 性 を今 後 も探 って い きた い と考 え て い る。

注

(1)岐 阜県内の私立大学。

(2)階 段状の図形はab表 記とともに鹿島(2006)の 韻律表示から借用 したものである。

(3)鹿 島央(名 古屋大学留学生センター教授)考 案の表記法。

(4)「 日本語のリズムは拍を基本とするのではなく、 リズムユニットという2拍 と1拍 のまとまりが特徴的に組み合わさ

れることで実現される」としている。

(5)赤 木等(2010)で は8ビ ー トのドラムCDが 用いられている。

(6)固 有名詞のアクセントのみ保持される例 もみられる(例:宮 崎駿作品 みや〕ざき はやお1さ 〕くひん)。

(7)日 本人(に ほんじ一 ん)は 例外である。

(8)略 語の場合、bタ イプになることがある(例:省 エネ、ゆるキャラ、着メロ)。

(9)2モ ーラ語にはcタ イプがないため、3モ ーラ語からの練習が妥当だと思われた。

(10)② のcタ イプ、③の促音のパターンがないのは、東京アクセントに関するルール 「血。特殊拍(長 音 ・撥音 ・促音)

や連母音の次の音では下がらない」というルールによるものである(本 稿3.2参 照)。

(11)4モ ーラ以上の語では中高型(cタ イプ)は2種 類以上あり、下がり目の位置の判別がより難 しくなる。

(12)正 答を記憶 して答えるのではなく、正 しく聞き取れるかどうか確かめるためである。

(13)1回 目 ・2回目ともに変わらず正答率が100%だ った2名 を含む。
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